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1 194“[f: If[ ,'r＿辻、I議：【i員長j_l'.Yが
2. 十 J 乍 ノl:l;j;O:語dィ，.正直J〕：＿［Ji/
:l f町安（j'./( i地己~ /( E事
十 J也；tl¥1cl1c(I訴え
1 I U I’l Ii ' 〆－：l ,: ;i1J i伝fL J 1:I i也改 I（＜.日； i
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JlI J也_L' i/ %) jlji生I;
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(j._るとう uド Hli攻~：r ；土地方宵吏，！ 1-i］民会議iflミ覚 L-t
j安自Ii，ノ：トワーリー， 新たに選出された十小、ンチ
γ－ ・＼＇トグ if生職はなど士重)j民しぐ小i1：人山i：見｛！｝に
あ7ニ ，f,こ｛！川 c それにも九lミ点，Jyらす一、 け〆〉さ tく






・j-るために‘将来l土；m工ーカー（ 1958 ij Lリ苦tEによ
り l~ ） ;i エーカーに下げられた）以とのい也1&1与を rx
1じしf二d し力 h し、 現在：の保有地悦慌にはなんらの
[l,f I支をも謀主な刀、〉たυ 主た、士j也（I）賃ici'ft伝子，
未成年者、 情神的 J:i 上び肉体的不H 古， i尽人， •ii.
人などの場 ft~と除いて認められ広かった。
しかし、 良作業の遂行にあた J , ・c Ul!.1Wc1 t在者ー
を日Jけあるいは1私同することによヮて宅 J:J也しf):'i二





























！主物enイ；1；を t支け取るよう t；＿契約を民貸｛！？とはみ このYL’iさに長jし，会議派か九脱退したガンテ了 ，｛
な5なし、として‘物納，］、作を認め口、るのこれi土 J::J'i者たじのグループである人民会議派（People、計
l直接生産過程における労働力を． I:として中・依 ('ongre叫を代表してT ・シンは次のように述べ
日ケース卜に属する小作人守 又Fト作人あるいは諌 fこ.， 7＂ーミゲ－ 1［；権はすべての小作人に無償で与













































































































































たB・A ・ラスールは， 特に（1)憲法第32条第 lJ頁
1970050035.TIF
におL、亡すぺ亡の者が最高裁判所に提訴する権利













れL2l) 、4！ ：（よれい 11 ，ト 1; l’ ι ：•；＋＿ j也以
苧江、」（『ア／アti丙J,4 fr 8 , 1 ，；，乃さ：l;J, 1963～ 
G4'f〕っ
（け22） 九IL Dantwala，“Financial Implications 
of Lane¥ Rぞforms、Za口1indari Aholition，” Indian 
JりIiγnalofλHγicultuγαI Econo111i目、 vol.17, no. 4 
(Oct.-Dec. 1962), p. CJ. 
( /L2:l) The Pionee,, flecemher l‘lリ50.
(il24) l I' Ilノ、ン乞？』 γI・ l i治i.',:-1, ' ・; '. i1< 
初 vいてノイ γ ーケ I·.• ，＿，＿古本 i I 19,19 ¥j 2 Jl’ {jなれれ
y’＂人 111000人uト20(Xl人lJ下に一 ）内力オ J ・十／
（村：＇，＇.イオ；： 7；段） ，＇，－＇没院す乙 '. うJH＇：，地税 f';i:'
i且c，ト「12li2496；：長JI , .r'i託さ jI f ぅ 4 〆・~， .、ー./) 
~－~ i土：lヴ61:19てあ J 竺。 l 二人点、ずミー J 7 - , ;j;ijf{正
rl・ fノよベ JJ也，；＇i下泣、；て ιC. JL、て；Qitiさj10プ＇i'／ ・
斗 J ン；-ti！；［，刊行！ と地再t1'r定単位付を対象に 1乙も
・，ごあ 1），て J, ~1W 8 Jj4000に攻λf, 7} tン・サハ
C /J )-',- • ＇十.， -:.-, ；佐ドスが！官仰す乙 L 二／） I, Y; I)' 
/l,' ,rLが’L~-- .+-" ニノJため人 1I 250人以下、）fjtf; i, l 
！土十J主；G_,l；－ず）ドt:{, fi L.τ J也事tr，うじ単（，＼ 十t/J数合 7Jj 
2428，：減、 l ！， 十i,!)_[ J 、に／.• ;j ／・寸戸、 主／！：？i:1る
こと i'' • .，子.， 1%2;1刀o I tノ＇；，二・ 4 ・ Jノペ i{"! 
カ4ーン・サ J ーに統ーし I Jtl；竹内委員土：よそ，＇；
下；＇，i'.l世間とな－－－－て、ろ O
v_ L噌 Purwar,Panclw）’ats in Uttar I'ra,lesh (Ltト
cknow, 1960), pp. 113, 117. 
（バ25) Charan Singh，“ Have Peasants Become 
Paupers＇”The Pioneer (April 29, 1951）ー




Dwarka Prasad l¥1auryaはザミーンダ←ノι市ilit 1L: ft 
（，間選出委只会に少数，U(,1.,1；を提出してつぎのように
主ヘてい任。
「＇~~），；の Iii！に！ぇ日I）を設けるへきでない。もしそう L 、ぅ
二七をするならば，この上；｝也改干の日的が無；心、味にな
るc tソ、とのむ のかひとしくプ ミタール絃を ＇i・えら
il芯ヘラとある。jまf二，アディヴア ン 権に関して
ii, .5 '11をとなければプ ミダー；L権を取得できない
とL 'H!.'i工；t, L _L Lて後i並＂丹カ←ストわ上ひ、コドロ I角主
Jl注l(,!JHi I｝である χ小f’i人不J6α）万人をプーミターノレ
格かん「iめ出すものであるとマウリヤーは批判してい
J にかれ：tli!J1主主の (I耕地保ちに30ェ カーか
¥j;:J[!H '"i: ,;l'. iよ iI：とJ足本 LてL、t土0 
1 Tnnis Sau Unpachas Isvii ke Sanyukt Prantiya 
χamindari Vinash aur Bhumi Vyavastha Bill par 
Sanyukt Vishishta Samiti (Joint Select Committee) 
ki R.iport (Lucknow, 1949), rP-17～18. 
こり報（日，1}の即応力絞ぷは？ク rウ犬学学Ii'_であ〉た
Vijay Hniyal ,'>H/J: iご上る。
(il27) The l古oneer,June 24, July 5, 1950 
'~ ，－，に，i也仁議員十tH米ノ）土地取得に対する首＼lj阪を100
ハーに引E上けるようにと主張 1ていた。
( 1128) The f》wneer,January 11, 1951. 
(/129) The I》'irmecr,January 11, 1951. 
〈注30) The Pioneer, August 4, 1950.ザミーンダ
ノi告1)経i十（お l:U；土地改革法案に対する地主fiJの反訟
のd初｜については，“ Landholders’Noteon Dissent 
to Select Committee，”（1), (2), (:l), The Piοneer, 
Fehruary 3, 4, 5, 1950‘ 
J. Prasad，“Compensation Clauses of the Zamindari 
Abolition Bill，＇’ (1), (2), (CJ), The Pi仰 eer,May 5, 
8, 10, 1950. 【lo. ，“Zami町 lariAbolition Bill，＇’（ 1）～ 
げi),The Pioneer, May :-n, June 7, 9, 11, l:l, 15, 1%0_ 
( il',l) M. F. Francia, lV est Bengal and the 
Federalizing P, ocess (Princeton, 1968), pp. 132～1ci:1. 







Constitutional Government in India (Bombay, 1965), 
pp.292～293. 
C,t33) 収議院法：l;ljl,Jそ ，l)｛位ぷ『 fンド惹tJ;j(il{l府1
30 f ),55～57ペーン。（訳文にお： 1み！！を加え t:)
(d一34〕 「ノト：杏，1;：；唱31条（4)'ti；よ UI》！Iザミ ン I
一～；1;116止）； を、＇i
士地己k，＇！：「1、ζ，（｛）Ji」ツマjりから＜（，＿；， l めよう Jする J、
が， 万：古住「I',~: f; ,n,;5 ; "1三あー》ナごとー引に認め Vl iてい
た。IndianInstitute円fPuhlic Administration, Kew 
Delhi, Th<' Framingυ,r India＇，、（三mstitution: a 
Study (Bombay, 1968¥ p. :!91. 
（；主35) Indian Institute of Public Administration, 
pp.281～29リ．
（、onstitutiοnal A,semhly J)ebatc, Vol. !-1, no. :H, 
10th Septem her 1848；、 Vol.'i, no. :,2 12th Septem 
ber 1949. 
IJI J白L(J)反X行軍政


































産、 di民的自 ID, i去の王山i性， 新しい富の倉IHI¥、
諸階級のJ~［，司の努力乞 j-gずる者すへてを一致団結
させる，強力な政党の結成が緊急に必要とされるo



































し＇）構 1えは P R. l川、 Ra引 KrishanpalSingl1, Sar-
dar C. S. :¥n只re、SardarSir Sohl以 Sin只h,Na 
w日hSir JamぉliedAli Khan, lfaj丘ト1ahih日fOcl, 








































































































































































































































































山， ：~1:1去がど－：， ,J)，設相imがどい！） といったご壬
は問題になムなくなる／二ろう.， I : ,  2,:
長i去〔第 1大修！日法案［土1% I{f. 6 )Jゴ日に議会
士通過成立し、 lr¥日に大統領の認証をえた二、てれ






























1、＇：－ '•l:!4 l 



































































































































































































































































































































（出r1r) l、 J.Moore and C. A. Freydig, [,and 
Tenure Legislation in t’ttar Pradl'sh (Berke-
ley, 1955), p. 54. び土地改革法はインド最高裁判所において合憲で















































i!i i三円 「ザミーンゲ－ 1レf¥)IJ廃止はわがfl＇.！にお L、て
新しし、時代♂）閉幕を；三けるものであり， われj,ft, 
i主神をf；；じ， 民衆の福祉を心に昨夏L、ながん守新し
い見通 Lを iI , ＇ご，；j-,れわれの午前山新よてな段階に
E匹、九人円、 f且［1:1elために奉行ーLt，ければhんIi_, ＇、
J., At .I , .1 ,. I t絶亡刀十る二土なく、 tJi L L、情i¥l仁通r,t:
L fよけ1l :J h「、 tn、.I ,1:i, 
(' I l〕 Tiu・ lう（）ll(γr,Januλry 25, 1950ー
( T 2〕 Thi'!'ion内7二April2, 1%0 
( ,I :l I 7ん，.l'ionl'n, April 27, 19!1υ 
J·~ ヒ l A！、j':l'・/J J伴ιJIIH！十け：t地ユー志、！く1ト） jド（;{d,'i r;{ 
' ,', : , I 1! ごぜ、f刀、主〆j、j・i : ＇と I ')11弘、｛i.、i
トペL.! ,.,:: '・' t.、午Ii/:・ I tこ.jl、；f[l;li:,.Iふ i, J , /・.r,1,;, 
ti: I介1/ilj主；j,iな J L i，れ lli'r.J，てτt1 I• 'P: こ.1; t、： i,!Ii' 
L ', ご／ぷ土；l1il1'.J々長 l；あ；：， オt.'・ ？， 、＼；伝子い
¥j',c ,'1 _i]) ji_t' '( i；七（ ！乙こと；て七／， ＇，ノ； J見：・ > I 
＇）.九 L,{ ・；工 l(i' , ；，ζ， 1 IL!l-(!,Jd, /1,/LI叫j，：二 i；ぷ：.：、
,(Ii!!' 1 riケl;・,/It, Y, ，三；~ナ ！＇， : 子＇，：＇ j・l.jλ 
ジ） t，士、、 1 I ご: : t,;'., IJ -' ! : ，ハ I• i.：一；許 ,'; ,'{. :,) 
』ワヘ1:,: 山： t,'I , /jじ f,:1者I＇・ヘ、： L,',I.、！： ／パ？
/1',.;l,•;':'J I・ I, /ti, ・'1:I rt'i:怖γ 、 即応：：， h’j 
I :;:r;i:JI/U- :r，人 1・ , ti:;' ＇・、，：，件 υ人t I. 'I L' '.;] ，ιr, 
:C, C I, , '1 I：一I守ぺL、l 「Lゴ： I J段目： 1 >) 、 , ;1, 
,11, f.'l: l正il, 'I i, , ti j立， うff'lr: flを•：）i,11 江［ 1 ‘ ii Jヒペ I 
・A: I , ' 1ノ二. J、ふ＇（：、 ＇；），； 'J 巴 Iん町【 1r1i'it ;, 許
I ァ＇一 一・、 I > /, l I》 l 1., I・ 
'1: ,:1 : i斗：＇; > ., •I ；／川， ・1日i干「 7，＇以い、ドI(f[ '.L、／，・（I'. l 
：あろ I！・ とぐ；＇， とL ・, 1:1 ~＇主： t J主jtjド1i，川本代日以竹：：
じて，） Jてし〆：＇ o n三，＿，.J主／ノ教条 tfi{；日ti三ご＇ ｛止 c'•,:/;
, '.: /'・:J I : : .：！.，よ：ぷ1.'i/: fl S' ;·~ ' ) ' i,／，、，，； llt'"J, .t 
チドノ、 二t小，＇， ;,JU工、，，「lt,:; ；て Jy f,: I,,, 
L fこが 什！ドit'とな乙，，・パJ' ；ン i1・1, けらiじ：Iノr
j定方】j'l:r侍 i1I. < I;rトv;JUY:Jなネ士会主淀をむ；対＇ J之，，，，ノか，
それと i，在、企業、 T，、’ dハ階級；： ,tJとJ i可なI去ゴ）f片＇
＂量、 fl, /Tl！イ庁， [1"['1に，I,ベji壬以件j.j :jド？にlt fl/ iよな li
1賞金引1:t' ,I そ法、•.＇ J 定めろ ff/i ＼に tζiii可1,1,i r之2
/~' ih；＇干，；）ji'J＿！，守lむ千＼， :ru：議 5て.t; l：ア了liJi i rfl;:/!I 
t,I；主主；自己 I_ , ;',  ／よ（YJf続キ J裁判Viル告主u! , ,1J(r'; n 
1; ~， n1 口－ I一ζil:/.)1.1, i/,1；定 lてrx:け山竺わぢえら .I:・i !( 
ム立支配f本市iそ＇：11乍 L、者I＇（可刀 ι干駐されて l、三ジJj≫c, 
1/1時 二、J) F、： 1-:Kl 長々；, 1!'1. I. ・険古！；べ擁吐
42 
jえ＇Jを｛；こそがf f皮すろためのものである。,J(The I'io・
ne<'r, May 4, 1950J 
(/!4) Thel》'ionen三 May16, 1950‘ 
（社 5) The f’ioneer.‘May 15, 1950.上 μ己/lニ：1,・ 
r.i ,j・ I. t：よソ仁， JtllLけ凶民会，議派♂） ，~（1，准的ヴノ＇ －ソ
ル’）与｝ )) ’-~·,,/,,\ ;;,;Him lごL、t' J・プヌサー ト：iJ( I:勺
j主j、.：＼二わけら／1,:i. 見 f1Y Y,fi本’ぷに， .,・ ,/> I: ·oγ 何~￥ {1; 
I :', ;~ , 「J」v( '1：哀れ LU資本家に ~f{'; ・Jろか， J]l
(i' ,J) ,/z t'Iじれがモ仁J¥L、でし、三， jl仕掛lML.：＇.：を＇U弘Jら！：
めに（／， J1k f.) e↓Ii Vi', 1あとにくるハ：： Jあなた h！）廃絶
fあろr 九人：hなfi'j阜、＇I.;,J＞行上，＇， i:乙{lむな ：.，υ，
l定以！ご件目！勺条Jf!んす卜人）去、上弓なJム怠［のやりむて庁
'. - C ' /l から史J也か1立Jtlさ；／l上う ιC I_ CI,、るl!iL二
/1111'1,J;i Jとい， ！~ ~ j J二態！主を採石＼主＂ I;'. 、，J
!Tfi,, l'io1rl'r, May [!1, 1950) 
(ii.ii ) The !'ion，γr, May Hi, 1950. 
（パ 7 ) Th(' l'iom'1’r, Aug口ぉt8, 1950, 
！う -J :-i lj,' 
i j；、、－て， K・<;・-! 一ヲ← ヤ ／ :t ＇） γd J上う iご；主ヘーと
いメ。 I ,J、l'I人がザ、ーンダーん＇. l;i)IザEIfて，；j-il1iUl忠影公’
q勾iJ アiC iJ, 点、iti', !;' ＇ド、一一ンター；［か，－，離れ Jじこ
とヰ守I／，.ご l; ／よし、ノ） i＇，ザ f ンダ ノLがJ払t）てi!: 
ゾJ奇， む＇，（ il ＇；：“ I, :, 日＇.i'！：と n1－.，勺’人件e;1 (c ?'i ，プ
いろ i)i .t法命t ,J:t!:Jうある n I (The T'io11ecr, October 
7, 19:iO) I≫] I ; f 九｛舛I,t作i拘〔 J)ecernl附 rIi, l '150, .lune 
i, 19日l!, L" l’1?.ちくは：＇，） Iろ。
( I X ) The !'ion，γr, April 7, lりらl
(!It)) I，、.J. Moore and （二 A. I汁egdig, I.and 
Tl'ntl!'<' IA'gislation in Uttar l'radl'sh (Berkeley, 
l%!1), p，；，“ S. P. Si口只h :tl<J541f二に会議がに力Ii人［
' 0 
Cd lο） The f'io11γr，孔fayfi, 195L 
(, 1:11) The l'ioneer, .¥fay :, 1951. 
(ti 12) The l'iοll(’er, May (i, 1951. 
(,11'.l) The l三oneer,May 18, l 951. 
(, i l4) Thr Pioneer, January 25, 1951. 
( !115） ド J.:Vfoorc and C. A Freydig, p .1:-J, 
(/I Hi) この訴訟，＇）判決の話料に JノL、て； I, The 
All India Reporter (Nagpur), ＼ア。L:l8, 1951, pp_ 
“74～702, Raja Suryapalsingh & others v. The {). 
l' (;ovt. 主主！開。
Cill7) S. C. Dash, The Constitution of India, 
a comparative Study (Allahabad, 1960), p. 402. M 
むすび
1970050045.TIF
V. f'ylee, Coustctutional (;overnment in Tnrlin (Born-
liay, 19fi.5), pp. 2%～2 %ι 
(,UK) 入：ationallfrraldち孔farchJG, 1%1. 1、ー！
九fooreand C. A. I、reydig,p. 4'1i: ') i il The l’iυneer, 
九larch!;1, Hi, l9Sl. The :¥{ India !fr／附 Jfer. Vol 
1品、 1%1,pp.丙74～7il2
〔iI: L9) (IJ .，，主に·； 1. 、·~ : ' （ン；；：t,J、与；mx,:I,),;, 
;-1.:.: ,f1'(1(1'i'/,li; 'J jリI1.I J 上f、Ii.Plλ ぷJ，ぐに＞ i，；！ャ i'1t 
1, l当J ：：，上・，： !'I＇，；、｝ ζ ：・ , (<:1-1, r長i¥'1;1,I立i’！＿；＇，主・n
fぃ1・:jl・、ii勺な＇1＼十； ：村主産千iを＇， Jt,1ペ’呼U:I F ド
, ) 'j 
h＼，与14:1＇！，、 , ) j列者I: <Jiる・1・.r，了in全人？，江；48争，；；主
主t;J ,.＇＂・、1¥';'¥' i I (i[ （止し＇1，；百年三i!！て！＼＇%！ I. ', 7，っ
’／＇he cl/! I11dic1 lfrJ’ort山，＼＇nl.:l8町 ElSI、p.fiS:L 
〔112（） γh,・ I’1011eer, l¥!ay 11, 12守 1% I Th,・ .•1/l 
India Ref)(Jrta, Vol. '.l8, 19:il, pp. 吋広｛， β8S～filfi 
( 1 21) The Pionc!'r、May :o, iリらi
<,1.22) S.<'.ll川 Ii,pp. -ilコ～404‘九L ¥'. l'y!e（・、山／人
ii人 pp.2~1内～ 297. ・1’he !'ion，γr, （）ιInlier 1五、 19fil
ii12:3) The l古川Il'l'r,July l-1, l叫：，］ ド J. ~loon~ 
and C. A. Freydi仏 p.ci:l. 
( (1=24) 1: ,I. Moorピ and 仁 A Freydig, μ. :,8. 
( ;_ D. Bihani and T. ¥'. Rama Rao, t"d., India ,1f 
i (;lan,・c、a （＿’ο川／リ・ehensii'C !fr/f'n'!I<'t' liook川 t
India r:Romhay, lJ:'i:1, p. 101 
（ぺ：；sJ 'J'he l'i〆JIi＇（／、 .lune:¥0, 1%0; July ;i, Iリ：，！
じ D.Bilwn, and T. ¥'. Rama Rao,ed., pp.り1～lJt. 
（ι！：2G) Hhowani Sen, pp. 98～咋l. C. I). l¥ihani 
and T. V. Rama Rao, el., p. 11 :~ 
（｛主27) < ;, D. Bilrnn, and’r. ¥". Rama l《出入 pp,
124～125 
〔tI二28) 1;.11. L¥diani anrl T目 V.Rama f.ふれ＞， ed., 
p. 10fi. 
(;r:29) The Pioneer, ¥fay 2:l, 195L K・（；．｝
ラ ーhン，｝） .'C. ? ".! にかけるがi,bl。
〔il.30) The l'ioneer. January :l, 1%:?. F J 
¥foore an 〔i仁 A.Freydig, p. 57 
Cl<HJ S. V. K O日ekarand R. L Park, ed., N.e 
ports on the Indian General F:leεtions I.!J!i I 52 
( Bombay, 1%6), p. 155 
C ,t:i2) The r；οnerr, May 20, 19fi:Z. F J. M什ore
and C. A. Freyclig, pp. 5lJ～fiO. 
（レζ:33) 0.ド 1¥ggarawala,Cases 01 the Consti 
lution of India (1950 57) (Delhi, 1958), p. 211. 
(il34) The i’wneer, May 6, 1952. F. J. Moore 
and C. A. Freydig, p. ciO. 
( /U¥5) ( ). P. Aggarawala, p. 2:n. 
〔il:li）九＇ational lfe,ald, May JG, 1%2. F. J. 
rvfonre and仁 A 下reydig,p. fil. L ご •Jill!,,
CiH7）’I'l(’f'io11ecr, May fi, 1%2. 
む ぴ
以上，主として ThePioneer最f¥:i：に掲載され





























｛をの農業生産問係のありかに’パ、て， 統 －（rJtr ,ti・ 
1由｛が Eえも》て／1，＆ され ど L、た，わけではなか寸
たり小I旧民会議派内にi士、 あえとし、J 子 fしをはど〉
とt1 I に現状維持、マルシ 7 アjそj主義， I ft
1'.:1二j主｜、 プ 1・f ポル（iJ，台、進主義， ！？［今会主主党 i, [ I/ 
i)';i＇長l fょと桶勺山手！！？？集l、 ti を代表~1- .(.,},£1)1 
ケ， ・-・/ !J＇、，h:1、 ぞれそjL 'M ／よらしiむL'."1革案をJ{
OJとしご、、fこ｝ 1: l’JIい：ーン 'i-, ;j]lj応ti：主主日会
｛ノJw)J;',:ti:i, '・ J にそれに ι と♂ ＞＇. 、て （'111 ＼く.－~ At!:_ l; I》
川，rと・-, .，.ー1,in1Jr克止むよ i：、！；｝也L'く不出、；上、三
;, 1 ,-, rn, ) 1 山改革案山主ことににく λふ1/i点と
（ー’＇ ＇” r d、ベペムI i1 .'/ ナ〉 . J一
t Jj血l:一一川、ご九ゐと、 小（icに／Hしごふる i
j山パ；Eどk I｝卜、て収用 v•Xt匁になるか、 l’i }J¥:J也
とし ff長以しごあふ i：地；よ， liif点／）大 fトに点、かわ
りべ：無it1J1:u：－守 11山主が（呆fr士継続・！る二とを
, . ~.d ， 九れ／二＂ こっして， RI[肘守；係h)jノど｝＝｛十iと .J一〈
白木i一；i宅｝下J；，しく l上」くI；ミ白＇.j妊4；己：F‘ h、ご、いi土lf(j主1j: 二
住Ei品ti'：に土コi「る 15-f副IJ7Jを：主とし亡守 〉く／ト l't人も
しく；t隷属的状態、にあ ζ、不可制！時代記に依｛正す
る， 雇役白りとで l,・，、 .－！ I 二き上 I) ,1111、形態の経常山









ール制廃止法実胞が！の数年間に， i也7仁 l~t ，＇干i去づI＇，守
法の手段を汗して小{1:人を；自し、立てて， もと d川、
44 
IN也を自耕地として登録する動きをみせたc CP  
,J-1、｜における地主自耕地たるシールおよびケドカー
シトの而fr{／土 1~M-1 ～，JS年の 7:1s 万羽目的ヱーカーか
九日目i～s:21n:n 74:i 7i 1000ヱーカーに，キワ宗万
r.-f} -K'l力Iした＇＂ 1 'oザミーンダールlM廃止ni
のlO年間でi上、地主が小！？人から取り上げた土地
i厄紡U:104 Ti工ーガーで， l P+i'Jvi保有地総ili積
[/) ~.－－1% に及んよこ I., 2）のシー 1t.・およびクド力ーン’
ト，ri:有続十4¥)jljcl）ザミーンゲ－ 1[,階層のうんで、ど





！央J(,1i.lt1｛｝に減少，不均二点 J I ,I: i,大きL、（ :l＼こti
it, 大主n模保有地内:fd五i：円分；1山γJ:l'.たことを
立iますふヒ同li'fに、 ザ iー〉午、ールfJjt]廃Jtfi(j数年
間仁顕i¥f こな• I ／：－＿シール・ケド ・／1－＞ トl高積の拡
大が；， ：：をして｛I村の中小 1ドミーシゲ－！レの f'~ 耕
j也倣： l'i~山中)j きに起［kl tるものであることを立1.去す
るのではたいとんうか。 とれら中小ト！？：ーンゲー
Jt.（土， ・t.r生地主でいな〈， 子／1てり経常に依拠すーる
L c!>, ！＇！作地主ふるい i士｜’Jfic農であり、農民階層
どしても富良， 14J J主あとミいは貧農に入れられる，ζ
._'; 1, (I）であ〆｝たη






















































































































































出干／~「 f 〆ド司 i車台！ト｜における七地保有と，J、作








てIコし、だc ,n I C）｛（は説H片不lj.':ごあ., ・-c, イ干リ
スWUl'.:1也政府；二上る地＆の :ti定・は諜によ J Pて杭
1斉的影智2:'.i，っとも強く受けるのは、予ifl）地主，
IJW地主町内/'I：民間であり， ある ＊{1：内 Fではこ
;j L ；，諸階！両方.( -t：；ー 1 ス帝国主義に反けする引き i
みせることになん .・） ., l '.l 三 ~j ＼＼＂－の財界経済大恐慌が
主さにそのにご）；＇；；＿条件全挺（戸、したっ ノに；出慌の影宅？
で所得円減少しよ二子｛1：り地主， iι {1±也L !'Ifft~ 
v') ・til；か地目イミ納運動さご， 主／こ小w人i（三：土地代イJ
払運動をはし約たυ インドlJ民会議派はこのよ・〉





の出身であ J Jた lI ぷ｝υqIi］、規模｛E村地主回および
系ポ的にそ.／Lら；こ連／.f_る都市frfJJ）政治運動家fこ
んが， ザミーン夕、ール制度の無！Wfき1Hと要求十ゐ





































































(l E 1 ) B. Singh and S. :Vlisra, , 1 Sttu.かofLand 
i<げ川msin Uttar Pradesh (Calcutta, 1964), p. 35. 
( il 2 ) B. Singh and討 Misra,p. l(i3. 
( ,J :; ) B. Singh and S. 1¥fisra, p. 154. 
（し：＿L4) '¥V. C. Neale, J,'conomic Change in Rural 
India (Yale Univ.Press, 1962), p. 243“ F目 J.Moore 
and C. A. Freydig, Land Tenure Legislation in 
48 
【lttarl'radcsh (Berkeley, 1955), p. 80. 
( Ii5 ) B. Singh and S. Misra, p. 121. 
(ii 6) B. Singh and S. Misra, pp. 130～U2. 
(rj 7) B. Singh and S. Misra, p. 1:34. 
（注8〕 D.A. Low, ed., Soundings i珂 Modern
South Asian History (Berkeley and Los Angeles, 
1968), pp. 12～13. 
（位 9) 農民運動については，












































. ) ；＿うなけ会的系譜のものである IJ•' ＇.、かなる 2士会・
託流（）過f'r.t通じて形成されてラたJ’か，そ I.C現在
!/) j' ン！の；上 it ・経済のなかでど ！） よソ·~，： Vt ti~りもの
として位置づけられるべきかという諸点は，稿を改め
て論ずる予定である。




lord只 andParty Politics in the United Provine田J’
inパ川げ，dingsin !llodern South .1.,ia1 I listory, 
ed. hy D. A. Low, pp. 261～29:1.においく明らかに
とれにし、る。
（調査研究部〉
